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（
法
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
率
）

第
八
十
八
条
の
十
一

法
附
則
第
二
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
率
は
、同
号
に
規
定
す
る
除
し
て
得
た
率（
小

数
点
以
下
第
十
二
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
率
）
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
十
九
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
厚
生
労
働
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
、「
事
項
」
の
下
に
「
の
う

ち
厚
生
労
働
大
臣
に
係
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
賞
与
」
の
下
に「（
第
一
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、同
条
第
七
号
中「
保
険
給
付
」の
下
に「（
厚
生
労
働
大
臣
が
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）」

を
加
え
る
。

第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
中
「
遺
族
厚
生
年
金
」
の
下
に「（
当
該
年
金
た
る
保
険
給
付
と
同
一
の
実
施
機
関
が
支

給
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
他
の
遺
族
厚
生
年
金
」
の
下
に「（
同
一
の
実
施
機
関
が
支
給

す
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
八
十
九
条
の
三
の
見
出
し
中
「
標
準
報
酬
額
等
平
均
額
」
を
「
標
準
報
酬
平
均
額
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
各
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を
「
実
施
機
関
（
法
第
百
条
の
三
に
規
定
す
る
実
施
機
関
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
を
」
を
「
実
施
機
関
を
」
に
、「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
」
を

「
光
デ
ィ
ス
ク
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を
「
実
施
機
関
」
に
、「
組
合
員
又

は
加
入
者
に
」
を
「
被
保
険
者
に
」
に
改
め
、「（
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
イ
中
「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
、「
標
準
報
酬
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
、「
標
準
賞
与
の
額
」
を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
、
同
号
ニ
か
ら

ヘ
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を
「
実
施
機
関
」
に
、「
組
合
員
又
は
加
入
者

に
」
を
「
被
保
険
者
に
」
に
、「
、
当
該
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
、
当
該
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
組

合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
、「
標
準

報
酬
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
、「
標
準

賞
与
の
額
」
を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を
「
実
施
機
関
」

に
、「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
、「
標
準
報
酬
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を
「
実
施
機
関
」
に
、「
組
合
員
又
は
加
入
者
」
を「
被
保
険
者
」に
、「
標

準
賞
与
の
額
」
を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
年
金
保
険
者
た
る
共
済
組
合
等
」
を「
実
施
機
関
」

に
、「
標
準
報
酬
額
等
平
均
額
」
を
「
標
準
報
酬
平
均
額
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
十
八
条
の
六
第
三
項
か

ら
第
六
項
」
を
「
第
八
十
八
条
の
十
第
三
項
か
ら
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
九
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
八
十
九
条
の
四

法
第
七
十
九
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
業
務
概
況
書
に
記
載
す
べ

き
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
管
理
積
立
金
（
法
第
七
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
積
立
金
の
う
ち
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
管
理
運
用
法
人
」
と
い
う
。）が
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
資
産
の
額

二

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
管
理
積
立
金
の
資
産
の
構
成
割
合

三

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
管
理
積
立
金
の
運
用
収
入
の
額

四

法
第
七
十
九
条
の
六
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
管
理
積
立
金
の
管
理
及
び
運
用
に
お
け
る
長
期
的
な
観
点

か
ら
の
資
産
の
構
成
に
関
す
る
事
項

五

管
理
積
立
金
の
運
用
利
回
り

六

管
理
積
立
金
の
運
用
に
関
す
る
リ
ス
ク
管
理
の
状
況

七

運
用
手
法
別
の
運
用
の
状
況
（
管
理
運
用
法
人
が
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年

法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
本
文
、
同
号
ロ
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
方
法
で
運
用
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
運
用
に
関
す
る
契
約
の
相
手
方
の
選
定
、
管
理
の
状
況
等
を
含
む
。）

八

管
理
運
用
法
人
に
お
け
る
株
式
に
係
る
議
決
権
の
行
使
に
関
す
る
状
況
等

九

管
理
運
用
法
人
の
役
員
（
監
事
を
除
く
。）及
び
職
員
の
職
務
の
執
行
が
法
令
等
に
適
合
す
る
た
め
の
体
制
そ

の
他
管
理
運
用
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

十

そ
の
他
管
理
積
立
金
の
管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
重
要
事
項

（
法
第
七
十
九
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
八
十
九
条
の
五

法
第
七
十
九
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一

管
理
積
立
金
の
運
用
の
状
況
及
び
当
該
運
用
の
状
況
が
年
金
財
政
に
与
え
る
影
響

二

法
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
積
立
金
基
本
指
針
及
び
法
第
七
十
九
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る

管
理
運
用
の
方
針
に
定
め
る
事
項
の
遵
守
の
状
況
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

三

そ
の
他
管
理
積
立
金
の
管
理
及
び
運
用
に
関
す
る
重
要
事
項

第
九
十
一
条
中
「
当
該
職
員
」
を
「
機
構
の
職
員
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
百
条
の
四
第
一
項
第
四
十
二
号
」
を
「
第
百
条
の
四
第
一
項
第
四
十
三

号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

令
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
等
の
受
理

第
九
十
三
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
確
認

第
九
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
条
の
二
第
一
号
」
を
「
第
四
条
の
二
の
十
六
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
百
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
百
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
四
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
四
条
の
二

の
十
六
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
百
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提
供
の

求
め
（
訂
正
請
求
に
係
る
も
の
に
限
る
。）並
び
に
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
条
第
五
号
中
「
、
第
八
十
条
第
四
項
、
第
八
十
七
条
の
二
第
二
項
、
第
九
十
三
条
の
四
及
び
第
百
十
四
条

の
二
」
を
「
及
び
第
百
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
、
第
八
十
二
条
第
四
項
、
第
九
十
三
条
第
二
項
、
第

九
十
九
条
の
九
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
九

な
お
効
力
を
有
す
る
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前
国
共
済
法
第
九
十
三
条
の
四
及
び
第
百
十
四
条
の

二
二
十

な
お
効
力
を
有
す
る
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前
地
共
済
法
第
九
十
九
条
の
九

二
十
一

な
お
効
力
を
有
す
る
平
成
二
十
四
年
一
元
化
法
改
正
前
私
学
共
済
法
第
四
十
七
条
の
二

第
百
十
一
条
第
一
号
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
書
及
び
書
類

の
提
出
の
求
め
に
係
る
事
務
、
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

第
三
十
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
事
務

附
則
第
六
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

削
除

附
則
第
七
項
第
一
号
中「（
年
金
手
帳
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
事
由
書
）」を
「
そ
の
他
の
基
礎

年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
公
的
年
金
給
付
」
の
下
に「（
厚
生

労
働
大
臣
が
支
給
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
当
該
給
付
」
を
「
当
該
公
的
年
金
給
付
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

削
除

附
則
第
十
一
項
第
十
号
中
「
公
的
年
金
給
付
」
の
下
に「（
厚
生
労
働
大
臣
が
支
給
す
る
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、

「
当
該
給
付
」
を
「
当
該
公
的
年
金
給
付
」
に
改
め
る
。




		2015-09-29T21:14:08+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




